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自動車会社 9社と2団体にて運営

自動車用内燃機関技術研究組合 AICE設立自動車用内燃機関技術研究組合 AICE設立
The Research Association of Automotive Internal Combustion Engines
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全世界の自動車販売台数予測と技術浸透割合
＊商用車を 除く

Hybridを含め内燃機関は２０４０年まで増加

 先進国燃費規制  燃費低減技術

設立の背景設立の背景

内燃機関の継続的な技術開発が必要

エネルギセキュリティー/地球温暖化対策で
各国燃費規制強化

日本

欧州

日本：2020年規制
欧州：70g @2025年 (案)
中国：5.0L @2020年 (案)
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パワートレイン開発の複雑化と課題パワートレイン開発の複雑化と課題

多様化するパワートレーンと、その適合開発がリソーセスを圧迫

一次エネルギー 自動車用燃料 パワートレーン
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水力、太陽、地熱

エンジンの複雑化、多様化

増加するプロジェクト

制御適合負荷の爆発的増大
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海外委研開発費の急激な増加と資金流出海外委研開発費の急激な増加と資金流出

開発能力不足を海外に求めた結果、委託費が急増し技術も蓄積できない

止まらない欧州へのお金の流れと技術の蓄積

熱マネージメント
欧州コンサルへ委託研究

（日本OEM）

熱マネージメント
欧州コンサルへ委託研究

（日本OEM）

欧州コンサルが欧州OEM
から類似の開発受託
欧州コンサルが欧州OEM
から類似の開発受託

支払支払支払

量産開発の熱マネ委託（日本OEM）量産開発の熱マネ委託（日本OEM）支払支払支払

コンサルに
ノウハウ蓄積
コンサルに
ノウハウ蓄積
コンサルに
ノウハウ蓄積

コンサルに
ノウハウ蓄積
コンサルに
ノウハウ蓄積
コンサルに
ノウハウ蓄積

コンサルに
ノウハウ蓄積
コンサルに
ノウハウ蓄積
コンサルに
ノウハウ蓄積
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日欧の開発スタイルの違い日欧の開発スタイルの違い

欧州では産学官で協調して研究の効率化とエンジニアの育成を両立

競争
企業：
開発負荷大、技術の遅れ
人材育成負荷大
大学：
理工離れ、将来人材の枯渇

競 争
協調
産学官連携により

大学・研究機関が活躍
効率的なイノベーション
とエンジニアの育成
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★自動車技術会に委員会設立

内閣府

経産省

★自動車産業戦略
2014

★ｴﾈﾙｷﾞｰに関する
今後の重点施策

大学との
協力

～産産交流

OEM間の情報共有を通じたﾈｯﾄﾜｰｸの形成

2011/4 2012/4 2013/4 2014/4 2017/4 2019/4・・・

産業の
連携

産学官
の連携

内燃機関共同研究
推進委員会

乗用車用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ研究会

★内燃機関ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

★ＡＩＣＥ設立

技術研究組合

ｸﾘｰﾝﾃﾞｨｰｾﾞﾙ技術の
高度化研究開発事業

・・・

★

科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
総合戦略 2014 
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